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作成年月日 ：2020年09月01日

改正年月日 ：2021年03月12日

番号 項目名

1 製品名 ：エコノミーポリ　　（ポリエステル化粧合板）

　　ＰE

：混合物

物質名 ：特殊加工化粧合板

会社名 ：イビケン株式会社

住所 ：大垣市青柳町300番地

担当部署 ：建装事業部　生産統括部　品質保証課

電話番号 ：(0584) 89-0552

FAX番号 ：(0584) 88-2722

緊急連絡先 ：(0584) 89-0527

2 ：ＧＨＳ分類基準に該当しない

物理化学的危険性 ：該当なし

健康に対する有害性 ：接着剤中にホルムアルデヒドが使用されており、JAS規格F☆☆☆☆等級で

　あるが低濃度のホルムアルデヒドが放散するものがある。

　製品における含有量は0.1W%未満でSDS制度の基準以下である。

　　　※ホルムアルデヒドに関する情報

気体及び水溶液は鼻、咽喉、眼、皮膚を刺激する。気中濃度

2～3ppmで鼻、喉に軽いを感じたり、4～5ppmで不快感を覚えたりする。

危険有害情報 ：該当なし

3

※チタン紙中に酸化チタン（Ⅳ）（20％以下）を含む

：酸化チタン　(化審法)　(1)-558

CAS   No ：酸化チタン　１３４６３－６７－７

4 応急処置

　をし、必要であれば医師の診断を受ける。

１／３

着色顔料

チタン紙※

接着剤（尿素酢ビ樹脂系、変性酢ビ樹脂系）

合板

5～9ｗｔ％

0.8～2ｗｔ％

4～5ｗｔ％

1～3ｗｔ％

81～89ｗｔ％

吸入した場合 ：加工時、取り扱い時に生じた微粉末を吸入した場合は、清浄な水でうがいをし、

　必要であれば医師の診断を受ける。

飲み込んだ場合 ：加工時、取り扱い時に生じた微粉末を飲み込んだ場合は、清浄な水でうがい

　で１５分以上洗眼し、洗眼中は、決して目をこすってはならない。

　目に異物感があれば直ちに医師の手当てを受ける。

皮膚に付着した場合 ：加工時、取り扱い時に生じた微粉末が皮膚に付着した場合は、石鹸と清浄な

　水で洗浄し、必要であれば医師の診断を受ける。

目に入った場合 ：加工時、取り扱い時に生じた微粉末が目に入った場合は、速やかに清浄な水

官報公示整理番号　（化審法、安衛法）

国連分類及び国連番号 ：該当なし

組成及び成
分情報

成分及び含有量：

成分名 含有量

ポリエステル樹脂

安全データシート（ＳＤＳ）

記　　載　　内　　容

化学物質等
及び会社情
報

単一製品・混合物の区分

危険有害性
の要約

分類の名称



番号 項目名

5 消火方法

　（マスク、耐熱性着衣など）着用して作業すると共に、風下の人を避難させる。

：消火作業は風上から行う。

消火剤

6 該当しない

7 取扱い

保管 ：平積みにして保管する。雨水に濡らしたり、直射日光にさらしたりすることは避け、

　常温常湿の屋内で水に濡れない場所に保管する。地面やコンクリート床面への直

　　　　　　　　　 　置きは避ける。

　　　　　　　　　Ｆ☆☆☆☆等級の製品をＦ☆☆☆またはＦ☆☆仕様の製品並びに合板、または

　ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、MDF等ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞをより多く放散する物と同時保管した場合、

　　　　　　　　　 をより多く放散する物と同時保管した場合、　移染が生じＦ☆☆☆☆性能が損なわれる場合がある。

8 管理濃度 ：該当なし

許容濃度 ：該当なし

：該当なし

設備対策

保護具

9 外観

沸点 ：該当なし

：該当なし

揮発性 ：該当なし

融点(℃) ：該当なし

：約０．７

：該当なし

10 引火点 ：データなし

発火点

：データなし

可燃性 ：あり

発火性（自然発火性、水との反応性） ：データなし

酸化性 ：データなし

：データなし

２／３

比重（20℃）

溶解度（水） ：水に不溶

蒸気密度（空気＝1）

A C G I H

：切断加工工程には集塵装置を設置し、作業中は

　有効に作動させる。

　　　呼吸用保護具

爆発限界（上限、下限）

自己反応性、爆発性

安全性、反応性 ：化学的に安定

安定性及び
反応性

：データなし（300℃以下では認めず）

保護手袋 ：布製手袋（軍手）等を着用する。

　　　　　保護衣 ：長袖の作業衣及び安全靴の着用を推奨する。

物理的及び
化学的性質

：板状成形体（固体）

蒸気圧（㎜Hg）

：防塵用マスク等を着用する。

保護眼鏡 ：保護眼鏡（ゴーグル型）等を着用する。

取り扱い及び
保管上の注
意

：保護具を着用し、加工時に飛散する微粉末を吸い込まないようにする。

　また端面は鋭利なため、手などにケガをしやすいので保護手袋を着用して取り扱う。

　（粉塵は可燃性のため、金属の粉塵と区別し、粉塵爆発対策を行う。）

曝露防止及
び保護処置

日本産業衛生学会

火災時の処
置

：一般プラスチック火災と同様に発生煙を吸入せぬよう適切な保護具

：周辺火災の場合で移動可能な場合は、速やかに安全な場所に移動する。

：特に指定はないが、水、粉末、泡、炭酸ガス等の消火剤をもちいる。

記　　載　　内　　容

漏出時の処
置



番号 項目名

11 有害性情報 ：知見なし

：知見なし

感作性 ：知見なし

：知見なし

：知見なし

慢性毒性 ：知見なし

がん原性 ：知見なし

：知見なし

生殖毒性 ：知見なし

催奇形性 ：知見なし

12 環境影響情報 分解性 ：知見なし

蓄積性 ：知見なし

魚毒性 ：知見なし

13 廃棄上の注意 ：都道府県知事の許可を受けた産業廃棄物業者に委託処理する。

：焼却する場合は、排ガス対策がなされた焼却炉にて処分する。

：埋め立てする場合は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律に従って、公認の処理業者に委託処理する。

：焼却残査はそのまま外部に放出せず、都道府県知事の許可を受けた産業廃棄物処理業者に委託処理する。

14 輸送上の注意 　国際規制 ：知見なし

　安全対策など ：梱包装に破れがないことを確認し、水濡れ、落下、転倒、破損、角当て損傷がない

　ように積載し、荷崩れ防止を確実に行う。

15 適用法令 労働安全衛生法　 ：通知対象物質　酸化チタン

16 その他の情報 　　　ホルムアルデヒド放散による性能区分　　　Ｆ☆☆☆☆

　　　４ＶＯＣ放散速度基準：

　　　社団法人日本建材・住宅設備産業協会　4VOC基準適合

　　「記載内容の取り扱い」

　　このSDSは、現時点で入手できる資料や情報に基づいて作成しておりますが、記載内容は情報提供であり

　　いかなる保証をなすものではありません。

　　特別な取り扱いの場合には、用途、用法に応じて適切な安全対策を実施の上、お取扱い下さるよう御願い

　　致します。

　　又、この「安全データシート」の内容は、法令の改正や新しい知見に基づき改定されることがあります。

３／３

亜急性毒性

変異原性（微生物、染色体異常）

記　　載　　内　　容

皮膚腐食性

刺激性　（皮膚、眼）

急性毒性（50％致死量等を含む）


